福岡ひまわりの里　今年度の研修の取り組みについて
石井　美紀

　福岡ひまわりの里では、利用者の平均年齢が男性51.8歳・女性は57.4歳と平均54.3歳になりました。50歳以上の利用者が半数以上になり、食事の提供方法の問題や、老化や高齢化にともない、身体機能の低下から歩行が不安定になる利用者が増え、転倒のリスクが高くなったり、体調の急激は悪化のリスク等医療的な不安（緊急搬送や、通院の回数など）がでてきており、特に夜間の見守りの強化が課題になっています。
　そこで、今年度、今後の高齢化に向けた介護技術の向上と現在抱えている介護技術の課題について年間を通して、外部の講師に研修をお願いしました。福岡ひまわりの里の勤務はシフト制ですので、全員がそろって研修を受けることはできません。そこで、同じ内容の研修を２回していただき、多くの職員が学べるようにしています。テーマも、①「高齢者の心理と認知症・介護保険制度の理解」②「要介護者介護技術とボディメカニクス」③「誤嚥性肺炎と口腔ケア」の３テーマで研修をお願いしました。
1 高齢者の心理と認知症・介護保険制度の理解では、実際に歳を取るとはどのような
心理なのかを疑似体験したり、認知症についての基礎をわかりやすく説明していただいたり、介護保険の制度と老人ホームの種類と特徴を学びました。特に20代の職員には疑似体験は新しい気づきが得られた良い経験になりました。また、この①のテーマは、全事業所共通の課題であるため、高齢利用者の支援について全事業所合同での研修も行いました。
2 要介護者介護技術とボディメカニクスでは、実際の利用者の様子を先に見ていただ
き、福岡ひまわりの里で、今必要な介護技術と、今後必要になる可能性が高い介護技術について研修を行いました。実際に職員同士でお互いに介助を行うと、「声掛けは必要だよね」「もっとこうした方がいいよ」と自然に意見がでていました。また、利用者を事前に見ていただいたことで、個別に対応の仕方を聞くことができ、すぐに支援に取り入れたり、今後の参考にしたりと、現場で活かせています。
3 誤嚥性肺炎と口腔ケアは、利用者が楽しみにしている食事に大きく関係します。利用
者一人ひとりの栄養、活動状況、健康状態に着目し、食事の提供をしていますが、加齢による咀嚼能力の低下や、唾液の分泌の低下がみられ、嚥下機能の低下による誤嚥の危険性も高くなってきています。利用者が楽しんで食事できるよう、口腔ケアの重要性を意識した支援を取り入れていく必要性が高くなっているため、２月と３月に研修を行い、職員の意識付け、介護技術の向上に努めていきたいと思います。
[bookmark: _GoBack]　年間をとおして、今現場に必要な支援について、一緒に考え、研修を実施していただいている講師の方々の御力をお借りして、今後も利用者に寄り添った、より安心・安全な支援を目指して職員一同取り組んでいきます。
